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ところ 明石トーカロ球場 

 

開会式直後の試合とあって、選手たちにとっては気持ちを高めるには難しい試合となった。緊張

感が残っていたのか、エース大成は初回に一挙５点を相手に献上してしまう。２回以降は落ち着き

を取り戻し安定した試合運びとなり、互角の勝負が出来ていただけに初回の失点が悔やまれる。 

 試合前のミーティングで選手たちは約束した。「勝っても負けても笑顔が大事」。９回最後まで選

手たちは笑顔を絶やすことのないさわやかな神崎高校野球部らしい試合であった。試合終了直後に

は選手たちに両ベンチから惜しみない拍手が贈られた。３年生の選手諸君お疲れ様。２年生、１年

生選手諸君はこの悔しい試合を脳裏に焼き付けて、秋季大会に向けて練習に励んでほしい。 

 遠方より応援にきてくださった吹奏楽部員、生徒会役員、一般生徒諸君、野球部保護者会の皆様、

OBの皆様方、そして先生方、盛大なるご声援ありがとうございました。 

 

 

                                  

                                     


